
6-(2)

【第一学年】

時
　
数

単
元
名

ペ
ー

ジ
教材名 学習目標 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解

学習指導要
領との対応

目
標

導入教材

○小学校で学習したことをふまえて，
中学校での学習内容を知ることができ
る。

伝（２）ア

適
　
　
時

①
～

２
目的に合わせて書こう

○さまざまな角度から文字に対する関
心を深め，文字を書くことへの興味や
関心を深めることができる。
○中学書写の学習内容が，他教科や日
常生活へ広がることを理解できる。

【Ｂ】目的に合わせて書くことに関心
をもち，書写学習への意欲を高めよう
としている。

【Ａ】目的に合わせて書き，書写の学
習の成果を，他教科や日常生活へ広げ
ていこうとしている。

【Ｂ】目的に合わせて書くことを知
り，その効果について考えている。

【Ａ】目的に合わせて書くことを知
り，その身近な文字の効果を捉えてい
る。

【Ｂ】目的に合わせて書くことを理解
している。

【Ａ】目的に合わせて書くことを理解
し，他教科や日常生活へ広がることを
把握している。

伝（２）ア

適
　
　
時

３
～

５
姿勢と用具の使い方

〇小学校で学習した姿勢・執筆，用具
の使い方について確認することができ
る。

【Ｂ】姿勢・執筆，用具の扱いなどを
正しく把握しようとしている。

【Ａ】姿勢・執筆，用具の扱いなどを
自らすすんで知ろうとしている。

【Ｂ】姿勢・執筆，用具の扱いなどを
確認している。

【Ａ】姿勢・執筆，用具の扱いなどを
確かめ，把握しようとしている。

【Ｂ】姿勢・執筆，用具の扱いなどを
理解している。

【Ａ】姿勢・執筆，用具の扱いなどを
的確に捉えている。

伝（２）ア

適
　
　
時

６
・
７

目次

〇中学校三年間における書写の学習内
容や目標を理解することができる。

【Ｂ】中学校三年間における書写の学
習内容や目標を，把握しようとしてい
る。

【Ａ】中学校三年間における書写の学
習内容や目標を，自らすすんで知ろう
としている。

【Ｂ】中学校三年間における書写の学
習内容や目標を確認している。

【Ａ】中学校三年間における書写の学
習内容や目標を考え，自己の課題を捉
えている。

【Ｂ】中学校三年間における書写の学
習内容や目標を理解している。

【Ａ】書写学習が日常のさまざまな書
写活動に生きることを理解している。

伝（２）ア

適
　
　
時

8
学習の進め方，書写学
習の構図

○学習の進め方を理解し，書写の各学
習内容の関係性を理解することができ
る。

【Ｂ】書写の学習の進め方を理解しよ
うとしている。

【Ａ】書写の各学習内容の関係性を理
解しようとしている。

【Ｂ】書写の学習の進め方を確認して
いる。

【Ａ】書写の各学習内容の関係性を捉
えている。

【Ｂ】書写の学習の進め方を理解して
いる。

【Ａ】書写の各学習内容の関係性を理
解している。

伝（２）ア

適
　
　
時

9 目次　第一学年

〇中学校一年における書写の学習内容
や目標を理解することができる。

【Ｂ】中学校一年における書写の学習
内容や目標を，把握しようとしてい
る。

【Ａ】中学校一年における書写の学習
内容や目標を，自らすすんで知ろうと
している。

【Ｂ】中学校一年における書写の学習
内容や目標を確認している。

【Ａ】中学校一年における書写の学習
内容や目標を考え，自己の課題を捉え
ている。

【Ｂ】中学校一年における書写の学習
内容や目標を理解している。

【Ａ】書写学習が日常のさまざまな書
写活動に生きることを理解している。

伝（２）ア

適
時

1
0
・
1
1

詩「ふしぎ」金子みす
ず

〇よい姿勢や用具の持ち方で，配列よ
く詩を書くことができる。

【Ｂ】詩を書く学習をとおして，書写
活動に意欲的に取り組んでいる。

【Ａ】詩を書く学習をとおして，書写
学習に課題意識をもって，意欲的に取
り組んでいる。

【Ｂ】小学校で学習した内容を確認し
ている。

【Ａ】小学校で学習した内容を確認
し，自己の課題を捉えている。

【Ｂ】字間・行間を理解して，行が曲
がらないように書いている。

【Ａ】字間・行間を理解して，行が曲
がらないように字形を整えて書いてい
る。

【Ｂ】小学校で学習した姿勢・執筆や
筆使い，字形の整え方などを理解して
いる。

【Ａ】姿勢・執筆や筆使い，字形の整
え方などを的確に捉えている。

伝（２）ア

令和２年度　国語（書写）第１学年　年間指導・評価計画　中野区立第二中学校
（評価規準：【Ａ】十分満足できる，【Ｂ】おおむね満足できる）
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時
　
数

単
元
名

ペ
ー

ジ
教材名 学習目標 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解

学習指導要
領との対応

単
元
目
標

1
2
～

2
1

〇日常生活で最も多く使われている楷
書を，字形を整えて書くことができ
る。

1
2
・
1
3

①筆使い　基本点画

〇小学校で学習した楷書の基本点画の
筆使いを理解して書くことができる。

【Ｂ】基本点画を理解しながら，学習
課題を正しく把握しようとしている。

【Ａ】基本点画を把握し，その解決に
向け意欲的に取り組んでいる。

【Ｂ】楷書の基本点画の筆使いや組み
立て方を確認している。

【Ａ】基本点画の筆使いや組み立て方
が，漢字のどの部分にあてはまるか判
断している。

【Ｂ】基本点画の筆使いや組み立て方
を理解して書いている。

【Ａ】基本点画の筆使いや組み立て方
を理解して，字形を整えて書いてい
る。

【Ｂ】基本点画の筆使いや文字の組み
立て方，字形の整え方を理解してい
る。

【Ａ】基本点画の筆使いや文字の組み
立て方，字形の整え方を的確に捉えて
いる。

伝（２）ア

1
4
～

1
7

②筆使いと字形
『天地』

〇小学校で学習した楷書の基本点画の
筆使いを理解して書くことができる。

【Ｂ】基本点画を理解しながら，学習
課題を正しく把握しようとしている。

【Ａ】基本点画を把握し，その解決に
向け意欲的に取り組んでいる。

【Ｂ】楷書の基本点画の筆使いや組み
立て方を確認している。

【Ａ】基本点画の筆使いや組み立て方
が，漢字のどの部分にあてはまるか判
断している。

【Ｂ】基本点画の筆使いや組み立て方
を理解して書いている。

【Ａ】基本点画の筆使いや組み立て方
を理解して，字形を整えて書いてい
る。

【Ｂ】基本点画の筆使いや文字の組み
立て方，字形の整え方を理解してい
る。

【Ａ】基本点画の筆使いや文字の組み
立て方，字形の整え方を的確に捉えて
いる。

伝（２）ア

1
8
・
1
9

③ 学習を生かして書
く
―字形，筆順―

〇筆順の原則を理解して，正しい筆順
で，字形を整えて書くことができる。
〇毛筆で学習したことを，硬筆に生か
すことができる。

【Ｂ】字形を整え，筆順の原則を知ろ
うとしている。

【Ａ】字形を整え，筆順の重要性を考
えて，意欲的に取り組んでいる。

【Ｂ】字形を整え，筆順の原則の重要
性を確認している。

【Ａ】字形を整え，筆順の原則の重要
性を確認し，把握している。

【Ｂ】字形を整え，筆順の原則を理解
して，正しい筆順で書いている。

【Ａ】毛筆で学習したことを硬筆にも
生かして書いている。

【Ｂ】字形を整え，筆順の原則を理解
している。

【Ａ】字形を整え，筆順の原則を理解
し，他の文字の筆順も的確に捉えてい
る。

伝（２）ア

2
0
・
2
1

筆，墨，硯，紙につい
て知ろう（適時）

〇書写で用いられる用具に興味をも
ち，材料や産地などのテーマに沿っ
て，調べることができる。

【Ｂ】書写で使用されている用具・用
材の製造過程に興味・関心をもってい
る。

【Ａ】書写で使用されている用具・用
材に関心をもち，それらを大切にする
心情や態度をとっている。

【Ｂ】筆墨硯紙についてわかったこと
などを話し合い，まとめている。

【Ａ】筆墨硯紙についてテーマをもっ
て調べ，積極的に考えて書いている。

【Ｂ】筆墨硯紙の製造過程を知り，そ
の特性について理解している。

【Ａ】筆墨硯紙の製造過程を知り，そ
の特性について的確に捉えている。

伝（２）ア

一
　
楷
書
で
書
こ
う

4
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時
　
数

単
元
名

ペ
ー

ジ
教材名 学習目標 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解

学習指導要
領との対応

単
元
目
標

2
2
～

3
9

〇平仮名の筆使いや字源を理解し，楷
書に調和する仮名の筆使いに気をつけ
て，字形を整えて書くことができる。
〇楷書と仮名の調和を考えて書くこと
ができる。

2
2
・
2
3

① 筆脈『いろは歌』

〇平仮名の筆使いや筆脈，配列を理解
して書くことができる。

【Ｂ】平仮名の筆使いや筆脈，配列に
関する自己の課題を把握し，その解決
に向けて取り組んでいる。

【Ａ】平仮名の筆使いや筆脈，配列に
関する自己の課題を把握し，その解決
に向けて，意欲的に取り組んでいる。

【Ｂ】紙面全体の調和，筆使いや筆
脈，配列を考えている。

【Ａ】紙面全体の調和を考えて，筆使
いや筆脈，配列を的確に捉えている。

【Ｂ】平仮名の筆使いや筆脈，配列を
理解して書いている。

【Ａ】平仮名の筆使いや筆脈，配列を
理解して，字形を整えて書いている。

【Ｂ】平仮名の筆使いや筆脈，配列を
理解している。

【Ａ】平仮名の筆使いや筆脈，配列を
的確に捉えている。

伝（２）ア

2
4
・
2
5

② 楷書に調和する仮
名「いろは歌」

〇楷書に調和する平仮名や片仮名の字
形，筆使いを理解することができる。
〇「いろは歌」や五十音表について理
解することができる。

【Ｂ】楷書に調和する仮名の書き方を
習得しようとしている。

【Ａ】自己の課題を設定し，その解決
に向けて取り組んでいる。

【Ｂ】楷書に調和する仮名の筆使いに
ついて考えている。

【Ａ】楷書に調和する仮名の筆使いの
特徴について，適切に判断している。

【Ｂ】楷書に調和する仮名の書き方を
習得して書いている。

【Ａ】楷書に調和する仮名の書き方を
習得して，字形を整えて書いている。

【Ｂ】楷書に調和する仮名の筆使いを
理解している。

【Ａ】楷書に調和する仮名の筆使いを
理解し，字形を整えて書くことを把握
している。

伝（２）ア

2
6
・
2
7

③ 学習を生かして書
く―行の中心―
『竹取物語』

〇漢字と仮名の大きさや行の中心を理
解して書くことができる。

【Ｂ】漢字と仮名の大きさや行の中心
に気をつけて書こうとしている。

【Ａ】漢字と仮名の大きさや行の中心
に気をつけて意欲的に書こうとしてい
る。

【Ｂ】漢字と仮名の大きさや行の中心
を考えている。

【Ａ】漢字と仮名の大きさや行の中心
について，適切に捉えている。

【Ｂ】漢字と仮名の大きさや行の中心
を理解して書いている。

【Ａ】漢字と仮名の大きさや行の中心
を理解して，字形を整えて書いてい
る。

【Ｂ】漢字と仮名の大きさや行の中心
を理解している。

【Ａ】漢字と仮名の大きさや行の中心
を理解し，調和よく書くことを把握し
ている。

伝（２）ア

2
8
・
2
9

文字で心を伝えよう１
（適時）

○自分のさまざまな思いを言葉にして
相手に伝えることを理解し，その場面
に応じた書き方を選んで書くことがで
きる。

【Ｂ】自分のさまざまな思いを言葉に
して人に伝えることを理解しようとし
ている。

【Ａ】場面に応じた書き方を選んで書
くことができる。

【Ｂ】自分のさまざまな思いを言葉に
することができる。

【Ａ】場面に応じた書き方を選ぶこと
ができる。

【Ｂ】自分のさまざまな思いを言葉に
して表現することができる。

【Ａ】場面に応じた書き方を選んで書
くことができる。

【Ｂ】自分のさまざまな思いを言葉に
して表現することを理解できる。

【Ａ】場面に応じた書き方を選んで書
くことを把握している。

伝（２）ア

3
0

④学習を生かして書く
―配列―
　①原稿用紙に書く

〇漢字と仮名の大きさや配列を理解し
て書くことができる。
〇書写で学習した内容をさまざまな形
式に生かして書くことができる。

【Ｂ】原稿用紙やレポートの書き方に
興味・関心をもって取り組んでいる。

【Ａ】自己の課題を把握し，その解決
に向けて意欲的に取り組んでいる。

【Ｂ】原稿用紙やレポートの書き方を
考えている。

【Ａ】原稿用紙やレポートの書き方を
考え，調和よく書くための自己の課題
を見つけて，解決方法を考えている。

【Ｂ】原稿用紙やレポートの書き方を
理解して書いている。

【Ａ】原稿用紙やレポートの書き方を
理解し，字形を整えて書いている。

【Ｂ】原稿用紙やレポートの書き方を
理解している。

【Ａ】原稿用紙やレポートの書き方を
理解し，調和よく書くための方法を把
握している。

伝（２）ア

3
1

④学習を生かして書く
―配列―
　②レポートの形式に
書く

〇レポートの基本的な書き方と，文字
の大きさや配列を理解して書くことが
できる。

【Ｂ】他教科での書写活動に興味・関
心をもって取り組んでいる。

【Ａ】他教科で書かれる身近な文章に
ついて，形式を整えて書こうとしてい
る。

【Ｂ】手紙の書式や，文字の大きさ，
配列を考えている。

【Ａ】用紙の形や書式を考えて，文字
の大きさや配列を適切に捉えている。

【Ｂ】書式に従って，文字の大きさや
配列を理解して書いている。

【Ａ】書式に従って，文字の大きさや
配列を理解して，字形を整えて書いて
いる。

【Ｂ】レポートの基本的な書き方と，
文字の大きさや配列を理解している。

【Ａ】レポートの基本的な書き方と，
文字の大きさや配列を把握し，調和よ
く書くことを理解している。

伝（２）ア

3
2
・
3
3

④学習を生かして書く
―配列―
　③手紙を書く

〇手紙の基本的な書き方を理解し，文
字の大きさや配列に注意して書くこと
ができる。

【Ｂ】他教科や日常生活での書写活動
に興味・関心をもって取り組んでい
る。

【Ａ】日常生活で書かれる身近な文章
について，形式を整えて書こうとして
いる。

【Ｂ】手紙の書式や，文字の大きさ，
配列を考えている。

【Ａ】用紙の形や書式を考えて，文字
の大きさや配列を適切に捉えている。

【Ｂ】書式に従って，文字の大きさや
配列を理解して書いている。

【Ａ】書式に従って，文字の大きさや
配列を理解して，字形を整えて書いて
いる。

【Ｂ】手紙の基本的な書き方と，文字
の大きさや配列を理解している。

【Ａ】手紙の基本的な書き方と，文字
の大きさや配列を把握し，調和よく書
くことを理解している。

伝（２）ア

4

二
　
楷
書
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
て
書
こ
う

3



時
　
数

単
元
名

ペ
ー

ジ
教材名 学習目標 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解

学習指導要
領との対応

3
4
・
3
5

文字は残る（適時）

○過去の小説家や詩人の文字を見て，
書かれた文字の興味を深めることがで
きる。

【Ｂ】過去の小説家や詩人の文字を見
て，原稿用紙やメモに書いた文字を知
ろうとしている。

【Ａ】過去の小説家や詩人の文字を見
て，原稿用紙やメモに書いた文字を意
欲的に調べている。

【Ｂ】過去の小説家や詩人の文字を見
て，原稿用紙やメモに書いた文字につ
いて考えている。

【Ａ】過去の小説家や詩人の文字を見
て，書体や種類の違いなどを的確に判
断している。

【Ｂ】過去の小説家や詩人の文字を見
て，原稿用紙やメモに書いた文字につ
いて理解している。

【Ａ】過去の小説家や詩人の文字を見
て，原稿用紙やメモに書いた文字をよ
く理解している。

伝（２）ア

3
6
・
3
7

⑤学校生活に生かして
書く

〇伝える相手や目的を明確にして，配
列や用具を工夫して書くことができ
る。

【Ｂ】他教科や日常生活のなかの書写
活動に興味・関心をもって取り組んで
いる。

【Ａ】日常生活のなかで書かれる身近
な文書について，形式を整えて書こう
としている。

【Ｂ】伝える相手や目的を明確にし
て，配列や用具を考えている。

【Ａ】さまざまな用紙の形や書式を考
えて，配列や用具を適切に捉えてい
る。

【Ｂ】さまざまな書式に従って，配列
や用具を理解して書いている。

【Ａ】さまざまな書式に従って，配列
や用具を理解して，字形を整えて書い
ている。

【Ｂ】伝える相手や目的を明確にし
て，配列や用具を理解している。

【Ａ】伝える相手や目的を明確にし
て，配列や用具を把握し，調和よく書
くことを理解している。

伝（２）ア

3
8
・
3
9

文字の変遷（適時）

〇文字の変遷について関心をもつこと
ができる。

【Ｂ】文字の変遷について興味・関心
をもって取り組んでいる。

【Ａ】文字の変遷について興味・関心
をもち，意欲的に学習に取り組んでい
る。

【Ｂ】文字の変遷について考えてい
る。

【Ａ】文字の変遷について理解したこ
とを，活用できる形で記録している。

【Ｂ】文字の変遷について理解してい
る。

【Ａ】文字の変遷について理解し，書
写学習の参考にしている。

伝（２）ア

4



時
　
数

単
元
名

ペ
ー

ジ
教材名 学習目標 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解

学習指導要
領との対応

単
元
目
標

4
0
～

5
6

〇行書の特徴について，楷書と比較し
て理解することができる。
〇点画の変化や連続，省略を理解して
書くことができる。
〇行書の学習の成果を日常生活に生か
すことができる。

4
0
・
4
1

① 行書学習のはじめ
に

○古い文字文化の文字や日常生活の文
字から，行書とは何かを理解すること
ができる。

【Ｂ】古い文字文化の文字や日常生活
の文字から，行書とは何かを知ろうと
している。

【Ａ】古い文字文化の文字や日常生活
の文字から，行書とは何かを意欲的に
知ろうとしている。

【Ｂ】古い文字文化の文字や日常生活
の文字から，行書とは何かを考えるこ
とができる。

【Ａ】古い文字文化の文字や日常生活
の文字から，行書とは何かを的確に捉
えている。

【Ｂ】古い文字文化の文字や日常生活
の文字から，行書とは何かを理解して
いる。

【Ａ】古い文字文化の文字や日常生活
の文字から，行書とは何かをよく理解
している。

伝（２）イ

4
2
・
4
3

② 楷書と行書の違い
「和」

〇楷書と行書の違いから，行書の点画
の特徴などを理解することができる。

【Ｂ】楷書と行書の違いを知ろうとし
ている。

【Ａ】楷書と行書の違いを理解し，行
書の特徴について知ろうとしている。

【Ｂ】楷書と行書の特徴の違いに気づ
いている。

【Ａ】楷書と行書の特徴の違いを的確
に捉えている。

【Ｂ】楷書と行書の特徴の違いを理解
している。

【Ａ】楷書と行書の違いをよく理解し
ている。

伝（２）イ

4
4
・
4
5

③ 行書の筆使い
「大」

○行書の筆使いを確かめることができ
る。

【Ｂ】行書の特徴や筆使いなどを知ろ
うとしている。

【Ａ】行書の特徴や筆使いについて意
欲的に知ろうとしている。

【Ｂ】行書の筆使いを確かめ，自己の
課題を考えている。

【Ａ】行書の筆使いについて，自己の
課題を見つけ，その解決方法を考えて
いる。

【Ｂ】行書の筆使いを確かめて書いて
いる。

【Ａ】行書の筆使いを理解して書いて
いる。

【Ｂ】行書の特徴を知り，点画の変
化，連続，省略，筆順の変化について
理解している。

【Ａ】行書の特徴を知り，点画の変
化，連続，省略，筆順の変化について
よく理解している。

伝（２）イ

4
6
・
4
7

④ 点画の連続と変化
１「大木」

〇点画の連続と形の変化，筆脈の連続
を理解して書くことができる。

【Ｂ】点画の形の変化と筆脈の連続に
ついて，課題意識をもって取り組んで
いる。

【Ａ】行書における学習課題を把握
し，その解決に向けて意欲的に取り組
んでいる。

【Ｂ】点画の形の変化と筆脈の連続を
確かめ，自己の課題を考えている。

【Ａ】点画の形の変化と筆脈の連続か
ら自己の課題を見つけ，その解決方法
を考えている。

【Ｂ】点画の形の変化と筆脈の連続の
筆使いを理解して書いている。

【Ａ】点画の形の変化と筆脈の連続の
筆使いを理解して，字形を整えて書い
ている。

【Ｂ】点画の形の変化と筆脈の連続の
筆使いを理解している。

【Ａ】点画の形の変化と筆脈の連続の
筆使いを的確に捉えている。

伝（２）イ

4
8
・
4
9

⑤ 点画の連続と変化
２「栄光」

〇点画の連続と形の変化を理解して書
くことができる。

【Ｂ】点や横画からの連続の筆使いに
ついて，課題意識をもって取り組んで
いる。

【Ａ】行書における学習課題を把握
し，その解決に向けて意欲的に取り組
んでいる。

【Ｂ】点や横画からの連続の筆使いを
確かめ，自己の課題を考えている。

【Ａ】点や横画からの連続の筆使いか
ら自己の課題を見つけ，その解決方法
を考えている。

【Ｂ】点や横画からの連続の筆使いに
気をつけて書いている。

【Ａ】点や横画からの連続の筆使いに
気をつけて，字形を整えて書いてい
る。

【Ｂ】点や横画からの連続の筆使いを
理解している。

【Ａ】点や横画からの連続の筆使いを
的確に捉えている。

伝（２）イ

5
0
・
5
1

⑥ 点画の連続と省略
「平和」

〇点画の連続と省略を理解して書くこ
とができる。

【Ｂ】点画の連続と省略の筆使いにつ
いて，課題意識をもって取り組んでい
る。

【Ａ】行書における学習課題を把握
し，その解決に向けて意欲的に取り組
んでいる。

【Ｂ】点画の連続と省略の筆使いを確
かめ，自己の課題を考えている。

【Ａ】点画の連続と省略の筆使いから
自己の課題を見つけ，その解決方法を
考えている。

【Ｂ】点画の連続と省略の仕方を理解
して書いている。

【Ａ】点画の連続と省略の仕方を理解
して，字形を整えて書いている。

【Ｂ】点画の連続と省略の仕方を理解
している。

【Ａ】点画の連続と省略の仕方を的確
に捉えている。

伝（２）イ

5
2
・
5
3

⑦学習を生かして書く
―行書の特徴―

〇これまでに学習してきた行書の特徴
を理解して硬筆で書くことができる。

【Ｂ】これまでに学習してきた行書の
特徴を硬筆で確かめている。

【Ａ】これまでに学習してきた行書の
特徴を確かめて，硬筆で意欲的に取り
組んでいる。

【Ｂ】これまでに学習してきた行書の
特徴から，自己の課題を考えている。

【Ａ】これまでに学習してきた行書の
特徴から自己の課題を見つけ，その解
決方法を考えている。

【Ｂ】これまでに学習してきた行書の
特徴を理解して硬筆で書いている。

【Ａ】これまでに学習してきた行書の
特徴を理解し，硬筆で字形を整えて書
いている。

【Ｂ】これまでに学習してきた行書の
特徴を理解している。

【Ａ】これまでに学習してきた行書の
特徴を把握し，硬筆で字形を整えて書
くことを理解している。

伝（２）イ

9

三
　
行
書
で
書
い
て
み
よ
う
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ー
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学習指導要
領との対応

5
4
・
5
5

⑧学習を生かして書く
―配列―
　①年賀状を書く

〇行の中心や文字の大きさを理解して
行書で書くことができる。

【Ｂ】年賀状を書く活動に，興味・関
心をもって取り組んでいる。

【Ａ】年賀状の書式をふまえ，行書で
調和よく書こうとしている。

【Ｂ】文字の大きさや配列を考えてい
る。

【Ａ】用紙の形や大きさとの調和を考
えて，文字の大きさ，配列を適切に捉
えている。

【Ｂ】用紙の形や大きさに合わせて，
文字の大きさや配列を理解して行書で
書いている。

【Ａ】用紙の形や大きさに合わせて，
文字の大きさや配列を理解して，行書
で字形を整えて書いている。

【Ｂ】年賀状の書式や配列を理解して
いる。

【Ａ】文字の大きさや配列を把握し，
行書で調和よく書くことを理解してい
る。

伝（２）イ

5
6

暮らしの文字を支える
人々（適時）

○さまざまな活字が活字デザイナーの
手書きをもとに作られていることを理
解し，職業観を意識することができ
る。

【Ｂ】さまざまな活字が，活字デザイ
ナーの手によってつくられていること
を知ろうとしている。

【Ａ】手書きでデザインされた活字
が，印象や用途によってさまざまに活
用されていることを知ろうとしてい
る。

【Ｂ】さまざまな活字が，活字デザイ
ナーの手によってつくられていること
について考えている。

【Ａ】手書きでデザインされた活字
が，印象や用途によってさまざまに活
用されていることについて考えてい
る。

【Ｂ】さまざまな活字が，活字デザイ
ナーの手によってつくられていること
を理解する。

【Ａ】手書きでデザインされた活字
が，印象や用途によってさまざまに活
用されていることを理解している。

伝（２）ア

① 楷書と仮名の調和
「広がる世界」

伝（２）ア

② 行書「理想」 伝（２）イ

適
時

6
3
・
6
4

補充教材集１

〇好きな言葉を選び，自分の目標を設
定し，課題を意識して書くことができ
る。
○毛筆で選んで書いた言葉を，硬筆で
書いて確かめることができる。

【Ｂ】自己の課題をもって取り組んで
いる。

【Ａ】自己の課題解決に向けて，積極
的に取り組んでいる。

【Ｂ】筆使いや字形，文字の大きさな
どの書き方を確認している。

【Ａ】筆使いや字形，文字の大きさな
どの書き方を的確に捉えている。

【Ｂ】筆使いや字形，文字の大きさな
どを理解して書いている。

【Ａ】筆使いや字形，文字の大きさな
どを理解して，配列を整えて書いてい
る。

【Ｂ】筆使いや字形，文字の大きさな
どを理解している。

【Ａ】筆使いや字形，文字の大きさな
どを理解して，調和よく書くことを把
握している。

伝（２）ア
伝（２）イ

楷書と仮名の調和
「新たな決意」

〇文字の大きさや字間，行の中心など
を理解して，配列よく書くことができ
る。

【Ｂ】自己の課題をもって取り組んで
いる。

【Ａ】自己の課題解決に向けて，積極
的に取り組んでいる。

【Ｂ】紙面に対する楷書と仮名の調和
のさせ方を考えている。

【Ａ】紙面に対する楷書と仮名の調和
のさせ方を的確に捉えている。

【Ｂ】楷書と仮名の筆使いや字形を理
解して書いている。

【Ａ】楷書と仮名の筆使いや字形を理
解して，配列を整えて書いている。

【Ｂ】楷書と仮名の筆使いや字形，文
字の大きさなどを理解している。

【Ａ】筆使いや字形，文字の大きさな
どを理解して，調和よく書くことを把
握している。

伝（２）ア
伝（２）イ

行書
「天地清新」

○行書の特徴や配列を理解して書くこ
とができる。

【Ｂ】自己の課題をもって取り組んで
いる。

【Ａ】自己の課題解決に向けて，積極
的に取り組んでいる。

【Ｂ】行書の特徴や配列について考え
ている。

【Ａ】行書の特徴や配列について理解
し，調和のさせ方を考えている。

【Ｂ】行書の特徴や行の中心を理解し
て，配列よく書いている。

【Ａ】行書の特徴や行の中心を理解し
て，字形を整えて配列よく書いてい
る。

【Ｂ】行書の特徴や配列について理解
している。

【Ａ】行書の特徴や配列についてよく
理解している。

伝（２）ア
伝（２）イ

【Ｂ】楷書と仮名の調和のさせ方，行
書の筆使いや字形などを理解して書い
ている。

【Ａ】楷書と仮名の調和のさせ方，行
書の筆使いや字形，文字の大きさなど
を理解して，配列を整えて書いてい
る。

〇楷書と仮名の調和のさせ方，行書の
書き方を理解して，字形を整えて書く
ことができる。

6
1
・
6
2

一
年
間
の
学
習
の
ま
と

め

【Ｂ】楷書と仮名の調和のさせ方，行
書の筆使いや字形などを理解してい
る。

【Ａ】楷書と仮名の調和のさせ方，行
書の筆使いや字形，文字の大きさなど
を理解して，調和よく書くことを把握
している。

書
き
初
め
を
書
く

5
7
～

6
0

適
時

3

【Ｂ】一年間の学習を振り返って，漢
字と仮名の調和のさせ方，行書の書き
方の習熟に向けて，自己の課題をもっ
て取り組んでいる。

【Ａ】自己の課題解決に向けて，積極
的に取り組んでいる。

【Ｂ】楷書と仮名の調和のさせ方，行
書の書き方を考えている。

【Ａ】楷書と仮名の調和のさせ方，行
書の書き方を的確に捉えている。

6


